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2025年
2月22日（土）18:00開演
［17:15開場 /20:00終演予定］

東京オペラシティ コンサートホール
［京王新線 初台駅 下車 東口改札より徒歩4分。東京オペラシティビル直結］
S：6,000 円　A：4,000 円　B：3,000 円【全席指定】

※開演時間を過ぎますとロビーにてお待ちいただく場合がございます。 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

チケット前売り：東京オペラシティチケットセンター03-5353-9999 　　　　　　　　　https://teket.jp/11907/41648
お問合せ：ヨスコア事務局　Tel/Fax：03-3367-2451　	Web：joschor.com　	email：HZU04357@icloud.com　	企画・制作：柴	大元

主催：ヨス・ファン・フェルトホーフェン合唱団　　後援：オランダ王国大使館

BRAHMS
Ein deutsches Requiem

MENDELSSOHN Psalm 42MENDELSSOHN Psalm 42

指揮・音楽監督（元オランダ・バッハ協会芸術監督）

ヨス・ファン・フェルトホーフェン
Jos van Veldhoven

撮影：スタッフ・テス
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＠Ayane Shindo



指揮：ヨス・ファン・フェルトホーフェン

ヨスコア・プロジェクト　5ヵ年計画
2023年	 ハイドン「天地創造」	 	 Haydn "Die Schöpfung"
2024年 	 メンデルスゾーン「エリアス」	 Mendelssohn "Elias"
2025 年 	 ブラームス「ドイツ・レクイエム」	 Brahms "Ein deutsches Requiem" 
　　　　  	 メンデルスゾーン「詩篇 42 番」	 Mendelssohn Psalm 42
2026年 	 Mozart fascinated by Handel and Bach ( 仮称 )
2027年 	 バッハ「ヨハネ受難曲」	 Bach "Johannes-Passion"

オランダ・バッハ協会の芸術監督を 35 年以上務めたフェルトホーフェンは、現
在も国内外の合唱団やオーケストラで客演指揮を行う傍ら、アムステルダム音
楽院、ハーグ王立音楽院で合唱指揮の教授、また米国オレゴン・バッハ・フェ
スティバルの芸術監督を務めている。
バッハ協会では、バッハ珠玉作の CD シリーズ制作を主導、日本を含む世界各地
でコンサートツアーを行った。さらにバッハ全作品の演奏を再収録し全世界配
信をかなえるという画期的なプロジェクト「All of Bach」を推進し高く評価され
ている。古楽の分野では、テレマンやグラウンのオラトリオ、バッハ『マルコ
受難曲』の再現や 17 世紀の知られざる音楽対話劇といった新たなレパートリー
を披露、バロック・オペラの現代初演も数多く手がけた。2001-2010 年、ボン
とエッセンのオペラハウスで、ヒルスドルフ演出によるヘンデルのオラトリオ
をシリーズ上演。2007 年には、古楽界における革新的な功績を称え、オランダ・
ベアトリクス女王よりオランダ獅子勲章、騎士の称号を授与された。
　All of Bach：https://www.bachvereniging.nl/en/allofbach

ヨスコア第 4 回演奏会のご案内
ヨス監督の構成による、ミサ曲《モーツアルト「大ミサ」を中心に》（世界初演）
日時：2026年1月30日（金）19:00開演予定　　会場：すみだトリフォニー大ホール
指揮：ヨス・ファン・フェルトホーフェン　　合唱：ヨスコア（各パート若干名募集予定）

ソプラノ：中江早希　NAKAE, Saki 
北海道出身。北海道教育大学岩見沢校芸術課程音楽コース声楽専攻卒業。東京
藝術大学大学院修士課程音楽研究科声楽専攻独唱科、同大学院博士後期課程を
修了。在学時、大学院アカンサス賞、三菱地所賞受賞。第 14 回日本モーツァル
ト音楽コンクール声楽部門第２位。第 78 回日本音楽コンクールオペラ部門にて
入選。第 12 回 中田喜直記念コンクールにて大賞を受賞。第２５回ハイメス音
楽コンクールにて声楽部門第１位。第 11 回東京音楽コンクール声楽部門 第 3 位。
第３回ジュリアード音楽院コンクール第 1 位。旭川新人音楽賞、第 27 回 道銀
芸術文化奨励賞受賞。
国内外数々のオーケストラや指揮者と共演。レパートリーは宗教音楽からオペ
ラ、現代音楽のソリストを務めるだけではなく、ドラマやゲーム音楽など多く
の作品にヴォーカルとして携わる。また、北海道上川郡鷹栖町ふるさと応援大
使として活動をし、音楽を通じて鷹栖町の魅力を発信している。洗足学園音楽
大学非常勤講師。

バリトン：加耒 徹　KAKU, Toru  
東京藝術大学大学院首席修了。大学院アカンサス賞受賞。二期会オペラ研修所
を総代で修了。最優秀賞および川崎靜子賞受賞。バロックから現代音楽まで多
くのジャンルを演奏しており、バッハ・コレギウム・ジャパンでは「マタイ受難曲」
の CD に参加する他、2021 年 1 月の『エリアス』ではタイトルロールを務め絶
賛された。オペラシティ財団主催リサイタルシリーズ《B → C》では東京、福岡
両公演満席の中、10 ヶ国語による歌曲プログラムを熱演。また、オペラでの活
躍もめざましく、日生劇場『ドン・ジョヴァンニ』タイトルロール、『コジ・ファン・
トゥッテ』グリエルモ、『ランメルモールのルチア』エンリーコ、二期会『金閣
寺』鶴川、『ルル』シェーン博士、『こうもり』ファルケ等、数多くの作品に出演。
23 年 7 月に 4th アルバム【A Time for Us】をリリース。NHK「リサイタル・ノヴァ」

「名曲アルバム」「すくすく子育て」、テレビ朝日「題名のない音楽会」等メディ
アにも多数出演。洗足学園音楽大学非常勤講師。

合唱：ヨス・ファン・フェルトホーフェン合唱団
Jos van Veldhoven Chor
2022 年にヨス・ファン・フェルトホーフェンを音楽監督・常任指揮者、山神健
志を合唱指揮者として誕生した合唱団。フェルトホーフェンとの理想的な演奏
を目指し 100 余名の熱きメンバーが練習に打ち込んでいる。昨年から発音指導
に小池優介を招きさらに充実した演奏を目指す。2027 年までの 5 年間で 5 回
の試演会と演奏会を計画している。
ドイツ語発音指導：小池優介　発声指導：小林 恵・野間 愛

合唱指揮：山神健志　YAMAGAMI, Takeshi
自由学園最高学部卒業、東京藝術大学卒業後イタリアに留学。帰国後、合唱指
揮者として活動を開始。児童合唱から大規模な混声合唱まで多くの合唱団の常
任指揮者をつとめるほか、各地で市民参加による公募合唱団を指導。その的確
な指導は共演した内外の指揮者から信頼されており、最近ではアンドレア・バッ
ティストーニ指揮ヴェルディ『レクイエム』オルフ『カルミナ・ブラーナ』マー
ラー『千人の交響曲』ベルリオーズ『レクイエム』などの合唱指揮を担当している。

ヨスから、今を生きる人々のためのレクイエム
オランダ・バッハ協会で長年芸術監督を務めたヨス・ファン・フェルトホーフェン
を招聘し 5 年にわたり毎年 2 月頃演奏会を開催するヨスコア・プロジェクト。
第三弾はいよいよブラームスの傑作「ドイツレクイエム」と前回の「エリアス」
に続きメンデルスゾーンの「詩篇42番 鹿が清らかな水を求めて鳴くように」
を取りあげます。ソプラノ中江早希、バリトン加耒 徹という豪華独唱陣に加え、
近年躍進著しい東京シティ・フィルが重厚なサウンドで支えます。合唱指揮・
山神健志のもと、3 年にわたりドイツ語作品に取り組んできたヨスコアの精華
といえる渾身の演奏をぜひお聴きください。

【お問合せ】　ヨスコア事務局
E-mail：hzu04357@icloud.com
Tel/Fax：03-3367-2451　 
Web：joschor.com

管弦楽：東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団　
Tokyo City Philharmonic Orchestra
1975 年設立。現在、常任指揮者に高関健、首席客演指揮者に藤岡幸夫を擁する。
年間 100 回を超える公演は、定期演奏会のほかオペラ、バレエ、テレビ出演、
ＣＤ録音、音楽鑑賞教室まで多岐にわたる。1994 年から東京都江東区と芸術提
携を結び、ティアラこうとうを主な拠点としてティアラこうとう定期演奏会を
はじめとする各種コンサートや公開リハーサル、楽器の公開レッスン、区内小
学校へのアウトリーチ活動など、地域に根ざした音楽文化の振興を目的に幅広
い活動を行っている。2015 年 4 月、楽団創立 40 周年を迎え第 4 代常任指揮者
に高関健が就任。2021 年 5 月には桂冠名誉指揮者飯守泰次郎の傘寿記念として

「ニーベルングの指環」ハイライト特別演奏会（演奏会形式）を開催。コロナ禍
での開催ながら、海外から世界最高峰のワーグナー歌手陣を招き大成功を収め、
2022 年 8 月に第 30 回三菱 UFJ 信託音楽賞を受賞。これからの活躍が最も期待
されているオーケストラである。

Jos van Veldhoven

第 2 回演奏会「エリアス」　2024 年 2 月 24 日　撮影：スタッフ・テス

撮影：スタッフ・テス

【前売り】
東京オペラシティチケットセンター
03-5353-9999
［電話受付時間］10:00 〜 18:00
［カウンター受付時間］11:00 〜 19:00　
[ 定休日 ] 毎週月曜、年末年始
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